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ヒットラーは緊急事態宣言によって独裁権をヒットラーは緊急事態宣言によって独裁権を
掌握、これを模倣する危険な自民党改憲方針掌握、これを模倣する危険な自民党改憲方針

「安倍政治の数多の負の遺産の継承」（その９）「安倍政治の数多の負の遺産の継承」（その９）

　
「
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
が
い
つ
の
間
に
か

ナ
チ
ス
憲
法
に
変
わ
っ
て
い
た
の
だ
よ
。

誰
も
気
づ
か
な
い
で
変
わ
っ
た
の
だ
。
あ

の
手
口
に
学
ん
だ
ら
ど
う
か
ね
」。

　

こ
れ
は
元
首
相
で
現
副
総
理
で
あ
る
麻

生
太
郎
氏
が
、
２
０
１
３
年
７
月
31
日
に

都
内
の
ホ
テ
ル
で
講
演
し
た
と
き
の
発
言

で
あ
る
。
こ
の
発
言
は
内
外
で
大
き
な
波

紋
を
呼
ん
だ
の
で
、
翌
日
、
撤
回
さ
れ
た
。

　
「
あ
の
手
口
」
と
は
ど
ん
な
手
口
な
の

か
。

　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
は
緊
急
事
態
条
項

が
あ
り
、
こ
の
条
項
で
は
「
緊
急
事
態
が

発
生
し
た
と
内
閣
が
判
断
す
れ
ば
、
内
閣

は
議
会
の
承
認
な
し
に
緊
急
事
態
を
宣
言

し
、
内
閣
だ
け
の
判
断
で
、
全
権
を
行
使

で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
選
挙
で

選
ば
れ
て
大
統
領
の
指
名
で
首
相
に
就
任

し
た
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
騒
乱
事
件
を
で
っ

ち
あ
げ
て
緊
急
事
態
宣
言
を
行
い
、
独
裁

政
権
を
掌
握
し
た
。
こ
の
手
法
が
「
あ
の

手
口
」
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
み
る
と
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
率
い

る
ナ
チ
ス
党
は
１
９
３
２
年
の
選
挙
で
第

一
党
に
な
り
、
翌
年
１
月
に
大
統
領
は
ヒ

ッ
ト
ラ
ー
を
首
相
に
任
命
し
た
。
し
か
し

ナ
チ
ス
党
の
得
票
率
は
33
・
１
％
に
過
ぎ

ず
、
少
数
与
党
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ヒ
ッ

ト
ラ
ー
は
、
就
任
１
か
月
後
の
２
月
27
日

の
夜
に
国
会
放
火
事
件
を
で
っ
ち
あ
げ
、

翌
28
日
に
緊
急
事
態
宣
言
を
行
い
、
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
を
事
実
上
廃
止
し
て
ナ
チ
ス

党
の
独
裁
政
権
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
発
効
直
後
に
ヒ
ッ
ト
ラ

ー
は
報
道
や
言
論
の
自
由
を
停
止
し
、
さ

ら
に
反
政
府
的
な
行
動
を
と
る
約
５
０
０

０
人
を
逮
捕
し
拘
束
し
た
。
こ
う
し
て
３

月
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
国
会
で
全
権
委
任
法

を
成
立
さ
せ
て
独
裁
権
を
確
立
し
た
の
で

あ
る
。

　

菅
首
相
は
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日

に
、
改
憲
派
の
集
会
に
自
民
党
総
裁
と
し

て
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
触

れ
、
大
災
害
な
ど
の
時
に
内
閣
が
国
民
の

権
利
を
制
限
す
る
「
緊
急
事
態
条
項
」
に

関
し
、「
極
め
て
重
く
大
切
な
課
題
」
と

述
べ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
同
条
項

に
加
え
て
「
憲
法
９
条
へ
の
自
衛
隊
の
明

記
」「
参
議
院
選
の
合
区
解
消
」「
教
育
無

償
化
」
の
「
改
憲
４
項
目
」
の
実
現
を
目

指
す
考
え
を
示
し
た
。
さ
ら
に
憲
法
改
正

の
手
続
き
法
で
あ
る
「
国
民
投
票
法
改
正

案
」
の
早
期
成
立
を
主
張
し
た
。

　

自
民
党
の
「
改
憲
４
項
目
」
の
な
か

で
自
民
党
が
最
も
重
視
し
て
い
る
の
は
、

「
緊
急
事
態
宣
言
の
創
設

3

3

3

3

3

3

3

3

3

」
で
あ
る
。
第

二
次
大
戦
の
戦
勝
国
（
米
英
仏
ソ
中
）
の

基
本
方
針
は
ド
イ
ツ
と
日
本
封
じ
込
め
で

あ
り
、
ド
イ
ツ
は
基
本
法
24
条
（「
軍
事

主
権
が
国
際
機
関
に
委
任
さ
れ
て
い
る
」）

と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
に

よ
っ
て
再
軍
備
後
の
ド
イ
ツ
軍
に
は
軍
事

主
権
が
な
い
（
ド
イ
ツ
首
相
は
自
国
だ
け

の
判
断
で
は
自
国
軍
を
一
歩
た
り
と
も
国

外
へ
出
せ
な
い
）。
さ
ら
に
日
本
は
憲
法

９
条
と
日
米
同
盟
に
よ
っ
て
封
じ
込
ま
れ

て
お
り
、
自
衛
隊
に
は
軍
事
主
権
は
な
い
。

安
倍
第
二
次
内
閣
に
な
っ
て
第
９
条
破
棄

に
熱
心
で
あ
っ
た
自
民
党
は
、
こ
れ
ら
の

事
実
を
よ
う
や
く
認
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
立
証
す
る
よ
う
な
事
実
が
散
見
さ

れ
る
。

　

や
む
な
く
自
民
党
は
「
憲
法
９
条
は
変

え
な
い
が
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
」

と
い
う
改
憲
戦
略
に
変
更
し
た
と
読
み
取

れ
る
（
私
見
で
は
「
９
条
へ
の
自
衛
隊
明

記
」
は
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
を
要
求

し
て
き
た
米
国
の
示
唆
で
は
な
い
か
と
推

察
す
る
）。
安
倍
首
相
は
２
０
１
４
年
７

月
の
閣
議
で
、「
日
本
は
憲
法
第
９
条
で

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
で
き
な
い
」
と

い
う
長
年
の
法
制
局
の
見
解
を
破
棄
し

て
「
限
定
的
な
が
ら
集
団
的
自
衛
権
は
行

使
で
き
る
」
と
い
う
決
定
を
下
し
、
２
０

１
５
年
９
月
に
は
参
議
院
で
の
強
硬
採
決

で
新
安
保
法
制
が
成
立
し
た
。
閣
議
決
定

さ
れ
た
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
限
定
的

と
は
い
え
、「
密
接
な
関
係
に
あ
る
国
が

攻
撃
を
受
け
た
場
合
」「
放
置
す
れ
ば
日

本
の
安
全
に
大
き
な
影
響
が
出
る
場
合
」

「
攻
撃
さ
れ
た
国
か
ら
の
行
使
を
求
め
る

明
ら
か
な
要
請
が
あ
っ
た
場
合
」「
首
相

が
総
合
的
に
判
断
し
て
国
会
の
承
認
を
受

け
た
場
合
」
に
は
、
自
衛
隊
が
米
軍
に
参

加
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

自
民
党
内
に
は
憲
法
改
訂
に
よ
っ
て

「
緊
急
事
態
条
項
」
を
創
設
し
、
台
湾
有

事
の
際
な
ど
で
首
相
に
独
裁
権
を
与
え
て

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
い
う
意
向
が
強
い
と
感
ぜ
ら
れ

る
。

　

そ
こ
で
菅
総
裁
は
コ
ロ
ナ
禍
に
悪
乗
り

し
て
緊
急
事
態
条
項
の
必
要
性
を
強
調
し
、

改
憲
を
急
ご
う
と
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

自
民
党
の
改
憲
案
に
あ
る
「
緊
急
事
態

条
項
の
創
設
」
の
真
意
が
、
冒
頭
の
麻
生

発
言
に
あ
る
こ
と
を
日
本
国
民
は
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
自
民
党
の
改
憲
案
の
危

険
性
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。


